佐世保工業高等専門学校同窓会

福岡支部のみなさま

                                          　　　　　　福岡支部長

                                         　　　　　　　 冨田　暁

　拝啓　初秋の候　みなさまにおかれましては、如何お過ごしでしょうか。

　今夏は全国的に記録的な猛暑とゲリラ的な集中豪雨に見舞われ、尊い命が多数失われる等、各地に被害をもたらせたようです。私たちは自然の猛威の前では為す術も無く、自然に対して改めて畏敬の念を抱かずにはおれません。

このような厳しい環境下ではありましたが、佐世保高専卒業の諸兄には、健やかに今夏を乗り切り、英気を養われたものと拝察いたします。

　さて、わが国産業界の担い手として中堅技術者育成を目的に、高等専門学校の一期校として創立された佐我世保高専は、再来年には早、５０年を迎えようとしています。その間、６，０００名を超える卒業生を輩出し、またその卒業生の各分野における活躍は枚挙にいとま無く、世間に高い評価を博している事はご承知の通りかと存じます。

　そのような中、同窓会といたしましても、これを機会により良い同窓会活動のあり方について検討しているところです。

　同窓会活動は、これまで母校のある佐世保にその本部を置き、卒業生名簿の発行と、高専大会、ロボコン等、本学学生に対する支援活動を中心に運営を行って参りましたが、近年になり、卒業生の交流する場の提供のリクエストの声もあり、昨年１１月に総会を福岡市で行い、世代を越えての交流をアピールしたところ、福岡支部の多くの方に賛同を得られ、盛会で終了することができました。同窓会本部もこの事を高く評価しており、卒業生の交流を活発化すべく、各支部へ働きかけを行っています。

　そこで福岡支部といたしましても、“福岡における佐世保高専のネットワークを強化しよう”ということで、総会を別紙の通り企画いたし、来たる創立５０周年に向け弾みをつけたいと存じます。　つきましては、ご多用の折、甚だ恐縮ではありますが、ご出席いただき、同窓会活性化のためのアイデア、意見交換していただければ幸いです。みなさまのご来場を関係者一同楽しみにお待ちいたしております。

　ようやく秋らしい日になりました。末筆ながらくれぐれもご自愛いただきますよう祈りつつ、ご案内とさせていただきます。

                                          敬具

　　平成二十二年九月三十日　　　　　　　　　　　　福岡支部　役員一同

　支部長　　冨田　暁（１Ｍ）　　副支部長　福田一男（７Ｃ）


　坂本広喜（2M）森永義博（3E）、大嶽勝則（4M）鶴田和壽（7M）、山口敏則（9C）飯笹和彦（12M）高崎文弘（12M）、福田昭彦（13M）、松尾祥悟（20M）北口功幸（20M）、山口産興（22M）、石原綾子（29S）








